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OECD加盟国（37か国）における⽐較

は⽇本の平均得点と統計的な有意差がない国

社会経済⽂化的背景（ESCS）
の⾼い層と低い層との間で、数学
的リテラシーの得点差が⼩さい。

 ESCSが⽣徒の
得点に影響を
及ぼす度合い
が低い。

OECD平均と⽐べて、習熟度
レベル5以上の⾼得点層が多く、
習熟度レベル1以下の低得点
層が少ない。

読解⼒、科学的リテラシーに
おいては、低得点層（習熟度
レベル1以下）の割合が前回
調査から有意に減少。

新型コロナウイルス感染症の
影響にも対処できるしなやか
で強靭な教育制度。

※OECDは⽇本の他、韓国、リトアニア、
台湾をレジリエントな国・地域と分析。

 「学校でのICTリソースの利⽤し
やすさ」指標はOECD加盟国中
第5位。

 「数学の授業の規律ある雰囲
気」指 標 は OECD 加 盟 国 中
第1位。

⽇本の⽣徒は、授業中のICT
機器の利⽤により、注意散漫に
なることが少ない。

学⼒格差が⼩さい 低学⼒層の底上げ 「レジリエント」な教育制度1 2 3 4

3分野全てにおいて前回調査より 平均得点が上昇3分野全てにおいて 世界トップレベル

⽇本の結果のポイント
注︓⽩丸はPISA2022年の平均得点を統計的に有意に上回ったり下回ったりしない平均得点を⽰す

読解⼒ 科学的リテラシー
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⾮常時でも
学びを保障

ポストコロナ
の取組

 新型コロナウイルス感染症
の影響による休校期間を
最⼩限に

 ⼦供たちの学びを⽌めない
教師や教育委員会の⼒

 対⾯で学び合う、学校なら
ではの学びの継続

 ⾃然体験・⽂化芸術体験
の充実

全国どこでも
⼀定⽔準の教育※1

社会経済的背景(SES)の
不利を乗り越える授業改善※2

 学習指導要領等や検定
教科書等により、全国どこ
で育っても⼀定⽔準の教育
を担保

 主体的・対話的で深い学び
の視点からの授業改善

 個別最適な学びと協働的
な学びの⼀体的な充実

 コミュニティ・スクールと地域
学校協働活動の⼀体的
な取組の⼀層の推進

 スクールカウンセラー・スクー
ルソーシャルワーカーの充実 幼児期から⾼等教育段階までの

切れ⽬のない形での教育の無償化・負担軽減

知・徳・体を
バランスよく育む
全⼈的な教育

⼦供たちの協調性、
規範意識、社会性を

育む教育

最先端のICT環境
（GIGAスクール構想）

質の⾼い教師
質の⾼い授業

 国主導で、わずか1〜２年
間で⼩中学校の1⼈1台端
末環境を整備（世界にも
類を⾒ない取り組み）

 ⼦供たちがICTを「⽂房具」
として利⽤できる
環境を実現

 教職⽣涯を通じて学び続け、
成⻑する質の⾼い教師を全
国に配置

 授業を公開し、磨き
合う「授業研究」を
中⼼とした不断の
授業改善

 道 徳 教 育 や 特 別 活 動 、
体験活動、⽣徒指導などを
通して、
豊かな⼈間性
を⾝に付ける

 ⼦供たちの状況を総合的に
把握して、知・徳・体を⼀体
的にはぐくむ、
全⼈的な
教育

調査結果の背景 全ての⼦供たちの可能性を引き出す⽇本の教育

※1 地域の規模（⼤都市、へき地など）による⼤きな学⼒差は⾒られない。都道府県間の⼤きな学⼒差も⾒られない。
※2 「主体的・対話的で深い学び」に取り組んだ児童⽣徒は、SESが低い状況にあっても、各教科の正答率が⾼い傾向が⾒られる。R5全国学⼒・学習状況調査より

コロナを乗り越え進化した新しい学び 学びの機会の確保

知・徳・体を⼀体的に育む全⼈的な教育 質の⾼い最先端の教育環境の整備世界
トップレベルの
教育を実現


